
高校・大学向け�

企業・一般図書館向け�

小学校・中学校向け�

　それぞれ目的によって使い分けら
れる“E-ライブラリー”シリーズ。これ
らを複合的に組み合わせて利用する
ことも可能で、規模の大小により使い
分ける。�

株式会社�
デジタル・カルチャー・テクノロジー　DICULT
　「ITの必要性は感じるが、わが社で誰がやるのか」――日々 進歩を続ける
IT環境の中で、社内でサーバー構築や事業に合わせたソフト利用は、手軽に
取り組めないのが現状だ。こうした企業の良き相談相手となり各種ソフト開発
を手がけて、着 と々実績を上げているのがデカルトだ。今回は代表取締役であ
る藤原隆司氏に、デカルトが注目される秘密をうかがった。�

◆インキュベートルー
ムとは／企業成長を
支援するための施設
で、創業間もない企
業等に低額で貸与す
るマリオス7階のオフ
ィススペース。入居者
に対しては総合的な
支援を実施している。�

デ カ ル ト �

株式会社デジタル・カルチャー・テクノロジー／DATA�
　盛岡市盛岡駅西通2-9-1　マリオス7F�
　TEL 019-621-5273　FAX 019-621-7339�
　（東京オフィス東京都中央区銀座5-15-1  南海東京ビル いわて銀河プラザ�
TEL 03-3524-8269　FAX 03-3524-8251）�
　ホームページ　http://www.dicult.com�
　Eメールアドレス　info@dicult.com

紫波図書ネットのホームページ。�
貸出ランキングなども参考になる�

　代表取締役の藤原隆司氏。株式会社
ICS、三基システムエンジニアリング
株式会社、株式会社ワイズマンにおい
て大型コンピュータ、オフィスコンピ
ュータ、ワークステーション、パソコ
ンのプログラム、システムエンジニア
リングを担当し、1996年4月デジタル・
カルチャー・テクノロジーを創業。�

町の働きかけから生まれたソフト�
　「建物はないが、図書館がほしい」――もし、
こんな相談をされたら、あなたならどう答える
だろうか。�
　（株）デジタル・カルチャー・テクノロジー（通
称「デカルト」）は、その答えを「Web上に構築す
る仮想図書館」という形で実現したベンチャー
企業だ。「現在、どの自治体でも、図書館や資料
室を新設するというところは少ないと思うん
です。紫波町も同様で、町の財産である小・中学
校にある図書を、どうにか活用できないかとい
うご相談をいただきました」。�
　新しい住民が増えている紫波町では以前か
ら図書館を要望する声が多かった。しかし実際
に建築するためには、財源の確保から用地の選
定まで長い時間がかかる。そこで考えられたの
が、小・中学校や公民館にある10万冊という蔵
書の活用だった。�
�
県内外からの問い合わせも増加�
　約1年の開発期間を経て、誕生したのが「紫
波図書ネット」だ。方法は簡単で、会員はWeb
上で借りたい本を検索し、メールにより予約を
入れる。貸し出しが可能であれば、その旨を通
知し、指定の学校図書室等で本を受け取るとい
うものだ。�
　こうした紫波町での経緯をたどり誕生し
たのが「ほん太くん」、「ピタゴラス」、「バスコ・
ダ・ガマ」の“E-ライブラリー”シリーズのソ
フト群である。「県内だけでなく、県外からも
導入に関しての問い合わせがあり、わが社の
主力商品になりつつありますね」――多くの

企業が参入する大都市・大企業への参入では
なく、より身近なまちへ――デカルトは、ベ
ンチャーならではの“身軽さ”でさらなる飛
躍を目指している。�
�
アイディアの源泉はお客様の声�
　デカルトが開発し、パッケージ化したソフト
＆ハードは多岐にわたる。コンサートなどの座
席・入金管理ができる「D-Ticket2001」。総合的
なサーバ管理から営業支援、顧客へのメール配
信などができるソフトの融合的活用の「D-ウ
ェアサービス」、さらに子供からお年寄りまで
タッチパネルで操作できる外部端末の「ネット
キオスク」など、「ITと意識しなくても利用でき
る」各種ソフトの開発が行われている。�
　そうした製品開発の秘訣を藤原氏は「お客様
の声がアイディアの源泉」と語る。「結局、われ
われが押しつけても、お客様が良いと思うもの
でなければ使い続けていただけませんから。“E-
ライブラリー”シリーズのように、これからも
教育分野というのは、生涯学習も含めIT抜きで
は進まないと思います。だからこそ、お客様の
声に、より耳を傾ける必要があるでしょうね」――
藤原氏は笑顔で話を締めくくってくれた。�

●　原則として５年、７年から選択�
●　利率 ５年1.860％�
 ７年1.382％�
　従業員20名以下（小売・卸売・サービス

業は５名以下）の中小企業が対象�

　利用者に代わって機械設備をセンターが購入し、長
期・低利で貸与する制度です。�
　中小企業であればどなたでもご利用できます。（一部対象外あり）�

以下の条件のいずれかを満たす企業は�
最長10年、１億円まで貸与できます。�

　中小企業創造活動促進法の認定企業�

　中小企業経営革新支援法の承認企業�

　ISO9000／ISO14000の認証取得企業�

　加工高に対する県内企業への外注比率が10％以上の企業�

　県内企業５社以上へ下請発注している企業�

　県内企業への下請発注額が年間1,000万円以上の企業�

　申請する設備を設置することで④～⑥に該当する企業でも可�

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�

●最長7年返済�

●100万～6,000万円まで貸付�

●年利2.3％�

 金融課 TEL 019-621-5381～3（直通）�
  FAX 019-621-5481�
  E-mail setsubi@joho-iwate.or.jp

お申込み・�
お問合わせ先�

法人の場合　２名以上�

個人の場合　１名以上�

（申込額2,000万円以下の場合）�

連　帯�
保証人�
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